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概要：ポルトガル語，タガログ語，ベトナム語，スペイン語，中国語，韓国語，英語，日本語に対応し

た情報モラル学習用のリーフレット，プレゼンデータを作成した。内容は喫緊の３つの課題に絞り，翻

訳にあたっては各国の生活習慣に配慮し，理解しやすいよう言語ごとに内容を調整した。外国語に対

応可能な相談機関の連絡先も記入した。翻訳したリーフレットは，島根県教育庁を通じて島根県内の

小中学校，特定非営利活動法人等に配布し，活用いただいた。学習セットの概要と，今後の課題につい

て報告する。	
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１ 研究の背景 

	 国内の労働者不足を担うため，日本政府は外

国人労働者の受け入れを拡大している。島根県

では，定住している外国人が約 6300 人に達す

る。平成27年 12 月末現在，出雲市には 2744 人

の外国人が暮らし，国籍別でみるとブラジル国

籍（言語：ポルトガル語）が最も多く 6割を超

えている。（多文化共生プラン 2016）（表 1）	

	

	 外国にルーツを持つ子どもの急増により，教

育現場では学習指導の他に生活指導面でも様々

な課題が生じている。その一つがインターネッ

ト上での交流，個人情報漏洩，ネット依存によ

る不登校などのインターネット接続機器利用に

起因する問題である。しかし，多言語に対応す

る情報モラル教育教材，啓発リーフレットがな

く，また，文化的背景の違い，言語コミュニケ

ーションの困難さから，外国人生徒への指導は

難しい現状にある。筆者の訪問校では，担任教

諭が教材を選択し個別に手探りで指導を続けて

いた。また，多くの教育現場では，多言語に対

応した相談機関も周知されていない。	

	 このような現状を踏まえ，ポルトガル語，タ

ガログ語，ベトナム語，スペイン語，中国語，

韓国語，英語に翻訳した情報モラル学習リーフ

レット，プレゼンデータ教材を作成し，教育現

場で学習や啓発に役立ててもらうこととした。	

	

２ 教材の概要 

（１）対象 

	 小〜中学校児童生徒，およびその保護者	

（２）言語	

ポルトガル語，タガログ語，ベトナム語，スペ

イン語，中国語，韓国語，英語，日本語	

（３）内容	

学習教材として，リーフレットとプレゼンデー

タを作成した。内容は，「個人情報の取り扱いに

ついて」「ネットで知り合った人との交流につい

て」「ネット依存について」の３項目とした。翻

訳にあたり，直訳ではなく各国ごとに生活習慣

表１	 出雲市に定住する外国人数 

 



に配慮し文章を構成した。外国語に対応可能な

相談機関の連絡先も配置した。（図１）	

	

図１	 ポルトガル語リーフレット	

 

リーフレットはインターネットで公開し，自由

にダウンロードできるよう設定した。各言語の

プレゼンデータは指導の流れを添付し，ページ

ごとに掲示したり紙芝居としても利用できるよ

うレイアウトを工夫した。（図２）（図３）	

 

３ 活用結果 

	 翻訳したリーフレットは，島根県教育庁を通

じて島根県内の小中学校，しまね国際センター，

外国にルーツを持つ子どもの学習支援を行なっ

ている特定非営利活動法人エスペランサに配布

した。配布後には，活用の仕方や言語の要望な

どの問合せが寄せられた。タガログ語版，韓国

語版は学校からの要望により追加し作成したも

のである。外国にルーツを持つ子どもとその保

護者は，情報モラルの学習などを受けたことが

ないため，各国の文化的背景，生活習慣に配慮

しながら理解を深めてもらう必要があった．そ

のため，寄せられた意見を基に言語ごとに掲載

する情報の修正を行った。ベトナム語，スペイ

ン語版に関しては分かりやすさに配慮し小学校

用，中学校用の２種類を作成することとした。

また，「外部機関に相談する」という経験がない

子どもや保護者が多いため，相談先の電話番号

等を分かりやすくレイアウトするなど改良した。

プレゼンデータは，イラストやアニメーション

を多用したことで，スライドショー，掲示，プ

リント資料としても活用いただくことができた。		

	

４ 今後の課題 

今後は，教材の種類を増やし，ロシア語など他

の言語にも対応できるようにする。インターネ

ット上で随時更新，公開することで，全国の必

要とされる教育現場で容易に利用できるように

し，本教材活用の効果検証も行う。	
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図３	 プレゼンデータ２ 

 
図２	 プレゼンデータ１ 


